
P2~5　特集	男女共同参画センター開設10周年！
  男女共同参画センターはこんなところ
  データからみえる男女共同参画都市  八王子のいま

P6　	 インタビュー　広岡守穂さん  中央大学教授
  「男女共同参画センター開設 10周年によせて」

P7　�「男女が共に生きるまち八王子プラン（第３次）」（平成 26年
度～平成 35年度）素案に関するご意見を募集！

P8　 「第23回  女と男のいきいきフォーラム八王子」のお知らせ
 行政審議会等委員への女性の参画状況
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男女共同参画情報紙

　平成15年に男女共同参画推進の拠点としてオープンした
八王子市男女共同参画センターは開設10周年を迎えました。
　この10年間で男女共同参画はどのように変わってきたので
しょうか。あらためてセンターの役割を考えてみます。

特
集 開設

10周年！

－
何

が
変わ
った？

男女共同参画

開
設1
0周年！
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男女共同参画センターは八王子駅近くにあるクリエイトホール８階にあります。
センターでは、一人ひとりがいきいきと暮らせる男女共同参画社会の実現を目指し、男女
共同参画に関する講座・講演会の開催をはじめ、女性の抱えるさまざまな悩みや問題につ
いての相談、学習活動や求職活動をされる方のお子さんの一時預かりなどを行っています。
さらに、男女共同参画社会の実現に向けて活動する市民団体への支援も行っています。
共に考え、交流する場として、ぜひ当センターをご活用ください。
皆さまのお越しをお待ちしております。

男女共同参画センターはこんなところ

電話相談
（年末年始を除く）

月～土曜日 午前 9時～午後 7時
日曜日、祝休日 午前 9時～午後 5時

専
門
相
談

相　談（要予約） 木曜日 午後 1時～午後 4時

カウンセリング
（要予約）

水・土曜日 午前 9時～正午
第 4月曜日 午後 1時～午後 4時
第 2・3金曜日 午後 4時～午後 7時

弁護士相談（要予約） 第 4土曜日 午後 2時～午後 5時

特集

夫
婦
・
家
族
間
の
悩
み
事
、
女

性
の
人
権
に
関
わ
る
法
律
や
裁

判
の
相
談
に
つ
い
て
、
専
門
の

女
性
相
談
員
が
対
応
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
、

行
政
資
料
の
貸
し
出
し
、
閲
覧
、

情
報
紙
の
発
行
な
ど
。

   
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
・

   

情
報
の
提
供 

   

学
習
の
場
の
提
供

   

女
性
の
た
め
の

   

相
談
・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り
、
男

女
が
共
に
考
え
る
育
児
・
介

護
、
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
の

講
座
、
講
演
会
、
出
前
講
座
の

開
催
。
自
主
グ
ル
ー
プ
の
支
援

な
ど
。

平
成
15
年
度 

◆ 

市
民
活
動
推
進
部
男
女
共
同
参
画
課
設

置
◆ 

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
「
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
」
開
設

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
始

◆「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ

ラ
ン
」
改
定

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
16
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進
委
員
会
」

設
置

◆「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
」
設
置

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
催
日

の
拡
充
（
火
・
金
曜
日
を
追
加
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
17
年
度 

◆「 

弁
護
士
相
談
」
開
設
（
隔
月
）

◆「 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
拡
充（
夜
間
枠

を
月
2
回
増
設
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
18
年
度 

◆「
弁
護
士
相
談
」
の
拡
充
（
隔
月
か
ら

毎
月
へ
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
19
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・

　

実
態
調
査
」
実
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
20
年
度 

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
5
周
年

公
開
運
営
懇
談
会
「
こ
ん
な
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
が
い
い
な
！
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
21
年
度 

◆「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ

ラ
ン
（
第
2
次
）」
策
定

◆ 

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
10
周
年
記
念

講
演
会
「
共
に
生
き
る
、
心
豊
か
な
時

代
へ
」

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
催
日

の
拡
充
（
日
・
月
曜
日
を
追
加
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
22
年
度 

◆「
電
話
相
談
」
の
拡
充
（
日
曜
日
追
加
）

◆「 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
拡
充
（
午
後

の
時
間
枠
増
設
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
24
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・

実
態
調
査
」
実
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
25
年
度 

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年

記
念
講
演
会
「
パ
パ
・
マ
マ
・
地
域
の

み
ん
な
で
子
育
て
」

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年

公
開
運
営
懇
談
会
「
あ
ら
た
め
て
男
女

共
同
参
画
っ
て
何
？
」

センターの 10年間の
あゆみをふり返ります。

10年間のあゆみ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年
！

こ
ん
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す

プライバシーが守られ
た相談室で安心してお
話ができます。

「ぱれっと」の創刊号は、「八王子の女性だより」とい
う名前で平成3年9月に発行。冊子の名前を市民公募し、
第 2号から現在と同じ「ぱれっと」となりました。

受付

相談室

相談
専用電話
☎ 042-

648-2234
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男女共同参画センター見取り図
（クリエイトホール８階）

特集 男女共同参画センター開設10周年！

ほっとタイムサービス

学習支援・求職支援のための
無料託児サービス。
日・月・水・金・土 9：00-12：00
火・木　13：00-17：00
事前登録後、利用予定日の 2
日前までに予約が必要です。

登録団体の学習・交流の場などに利用でき
ます。（八王子女性史サークル定例会の様子）

男性トイレにも
オムツ交換台・
ベビーチェアを
設置しています。

クリエイトホール８階
〒192-0082　八王子市東町 5-6　
TEL： 042-648-2230　
FAX： 042-644-3910

開館時間 月～土 9：00-19：00
 日・祝休日 9：00-17：00
（年末年始、休館日を除く）

■男女共同参画センター

平
成
15
年
度 

◆ 

市
民
活
動
推
進
部
男
女
共
同
参
画
課
設

置
◆ 

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
「
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
」
開
設

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
始

◆「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ

ラ
ン
」
改
定

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
16
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進
委
員
会
」

設
置

◆「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
」
設
置

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
催
日

の
拡
充
（
火
・
金
曜
日
を
追
加
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
17
年
度 

◆「 

弁
護
士
相
談
」
開
設
（
隔
月
）

◆「 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
拡
充（
夜
間
枠

を
月
2
回
増
設
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
18
年
度 

◆「
弁
護
士
相
談
」
の
拡
充
（
隔
月
か
ら

毎
月
へ
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
19
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・

　

実
態
調
査
」
実
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
20
年
度 

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
5
周
年

公
開
運
営
懇
談
会
「
こ
ん
な
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
が
い
い
な
！
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
21
年
度 

◆「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ

ラ
ン
（
第
2
次
）」
策
定

◆ 

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
10
周
年
記
念

講
演
会
「
共
に
生
き
る
、
心
豊
か
な
時

代
へ
」

◆「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
開
催
日

の
拡
充
（
日
・
月
曜
日
を
追
加
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
22
年
度 

◆「
電
話
相
談
」
の
拡
充
（
日
曜
日
追
加
）

◆「 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
拡
充
（
午
後

の
時
間
枠
増
設
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
24
年
度 

◆「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・

実
態
調
査
」
実
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
25
年
度 

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年

記
念
講
演
会
「
パ
パ
・
マ
マ
・
地
域
の

み
ん
な
で
子
育
て
」

◆ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10
周
年

公
開
運
営
懇
談
会
「
あ
ら
た
め
て
男
女

共
同
参
画
っ
て
何
？
」

非常階段

エレベーター

エレベーター

カウンター

交流コーナー

保育室

事務室

情報資料コーナー

企画・集会スペース

情報ラック

情報掲示板

病院

病院

銀行

八王子保健所

れんが通り

長
小
路
通
り

桑
並
木
通
り

ジ
ョ
イ
五
番
街
通
り 八

王
子

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

国道20号

京王
八王子駅

男女共同参画センター
（クリエイトホール8F）

バスロータリー
北口

ホテル

至豊田至西八王子
八王子駅ビル

JR八王子駅
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八
王
子
市
が
平
成
14
年
度
に
行
っ

た
調
査
（
出
典
※
1
）
で
は
、「
男
女

平
等
が
望
ま
し
い
」
と
考
え
る
人
は

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

「『
男
女
不
平
等
』
と
い
う
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
人
が
６

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
男
女
不
平
等
」
と
い
う
課
題
を
考

え
る
と
き
、
そ
の
根
底
に
は
「
夫
は
外

で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
性
別
で
役

割
を
決
め
る
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
調
査
（
出

典
※
3
）
で
は
、「
夫
は
外
で

働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方

を
「
肯
定
」
す
る
人
の
割
合
は

49.
9
％
と
、
い
ま
だ
に
約
半

数
の
人
が
こ
の
考
え
方
を
肯

定
し
て
い
ま
す
（
デ
ー
タ
１
）。

　

こ
の
５
年
間
で
の
変
化
を

み
る
と
、
平
成
19
年
度
の
調

査
（
出
典
※
2
）
で
は
「
肯
定
」

す
る
人
の
割
合
は
59
.
4
%
、

「
否
定
」
す
る
人
の
割
合
は

39.
6
%
で
、
少
し
ず
つ
で
す

が「
否
定
」す
る
人
が
増
え
、「
肯

定
」
す
る
人
は
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
つ
く
ら

れ
て
き
た
「
性
別
に
基
づ
く
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
」
は
、
依
然
と
し
て

人
々
の
意
識
の
中
に
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
男
性
は
こ
う

あ
る
べ
き
。
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
。」

と
い
っ
た
意
識
を
解
消
し
て
い
く
こ
と

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
の

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

家
事
・
育
児
・
介
護
に
つ
い
て
の
男

女
の
関
わ
り
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

家
事
・
育
児
・
介
護
に
つ
い
て
「
男

女
と
も
平
等
に
分
担
す
る
の
が
望
ま

し
い
」
と
い
う
「
意
識
」
を
持
つ
人
の

割
合
は
、
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
項

目
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
10
年
間
ほ
ぼ

同
じ
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
デ
ー

タ
2

－

①
）。

　
「
実
態
」
を
み
る
と
「
男
性
、
女
性

両
方
で
平
等
に
担
っ
て
い
る
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

で
「
意
識
」
と
比
べ
大
き
な
差
が
あ
り
、

そ
の
状
況
は
こ
の
10
年
間
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
（
デ
ー
タ
2

－

②
）。
実
際
に

は
、
女
性
が
中
心
に
担
う
割
合
が
ま

だ
ま
だ
高
く
、
家
事
70.
3
％
、
育
児

74.
8
%
、介
護
58.
7
%（
出
典
※
3
）

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
男
女
で
平
等
に
分
担
す
る
の
が
望

ま
し
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
家
庭
で
の

役
割
は
女
性
に
偏
っ
て
し
ま
う
と
い

う
現
状
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
変
え

て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
人
ひ
と

り
が
も
う
一
度
、
性
別
で
役
割
を
決
め

る
と
い
う
意
識
を
見
直
す
と
と
も
に
、

自
ら
が
望
む
バ
ラ
ン
ス
で
仕
事
や
家

庭
、
地
域
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る

働
き
方
の
実
現
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
は
減
っ
て
い
る

家
事
・
育
児
・
介
護
は
男
女
で
共
に
！

で
も
現
状
は
女
性
が
担
っ
て
い
る

男女共同参画都市 八王子のいま
男女共同参画センターが開設して10年が経ちました。この10年間で男女共同参画に対する私たちの意識、そして実際
の生活はどのように変化しているでしょうか。八王子市が実施した調査から「八王子のいま」をみていきましょう。

（n=563）

（n=1,321）

（n=720）

（％）

（％） （％）
男性

女性

12.1 44.2 26.3 14.4 3.0

全体 9.6 40.3 31.1 16.5 2.5

7.5 37.4 35.0 18.1 2.1

肯定 否定

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

（n=489）

（n=1,226）

（n=718）

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※3

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※1 ※2 ※3

男性

女性

11.5 53.8 21.7 12.5

13.528.5

24.1

26.7

10.4

10.8

0.6

全体 9.9 49.5

20.9 30.4 42.5 6.2

18.2 31.4 42.2 8.2

22.6 29.4 43.5 4.4

18.2 37.4

9.7
5.1
8.7

0.3
12.5

10.9
21.9 71.8

29.4 15.0

10.2 38.2 33.0 18.6

23.6 36.7 27.0 12.7

24,3 15.3 1.1

8.8 46.4 26.2 17.4 1.3

男女とも平等に分担
するのが望ましい

男性、女性両方で
平等に担っている

（n=462）

（n=1,143）

（n=650）

（％）

男性

女性

全体

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

（n=442）

（n=1,135）

（n=678）

（全体 n=393）

（％）

（％）

男性

女性

全体

相談する人がいなかったから
誰に相談してよいのかわからなかったから
恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから
相談した事がわかると、仕返しを受けたりひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから
自分にも悪いところがあると思ったから
相談するほどの事ではないと思ったから

平
成
24
年
度

家事

育児

介護

実態②意識①

平成24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

13.723.2

22.2

26.4

12.4

12.5

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=812）

（n=685）

（n=456）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

20.646.1

42.2

41.3

19.0

15.8

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=533）

（n=452）

（n=241）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

平
成
19
年
度

（n=563）

（n=1,321）

（n=720）

（％）

（％） （％）
男性

女性

12.1 44.2 26.3 14.4 3.0

全体 9.6 40.3 31.1 16.5 2.5

7.5 37.4 35.0 18.1 2.1

肯定 否定

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

（n=489）

（n=1,226）

（n=718）

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※3

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※1 ※2 ※3

男性

女性

11.5 53.8 21.7 12.5

13.528.5

24.1

26.7

10.4

10.8

0.6

全体 9.9 49.5

20.9 30.4 42.5 6.2

18.2 31.4 42.2 8.2

22.6 29.4 43.5 4.4

18.2 37.4

9.7
5.1
8.7

0.3
12.5

10.9
21.9 71.8

29.4 15.0

10.2 38.2 33.0 18.6

23.6 36.7 27.0 12.7

24,3 15.3 1.1

8.8 46.4 26.2 17.4 1.3

男女とも平等に分担
するのが望ましい

男性、女性両方で
平等に担っている

（n=462）

（n=1,143）

（n=650）

（％）

男性

女性

全体

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

（n=442）

（n=1,135）

（n=678）

（全体 n=393）

（％）

（％）

男性

女性

全体

相談する人がいなかったから
誰に相談してよいのかわからなかったから
恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから
相談した事がわかると、仕返しを受けたりひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから
自分にも悪いところがあると思ったから
相談するほどの事ではないと思ったから

平
成
24
年
度

家事

育児

介護

実態②意識①

平成24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

13.723.2

22.2

26.4

12.4

12.5

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=812）

（n=685）

（n=456）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

20.646.1

42.2

41.3

19.0

15.8

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=533）

（n=452）

（n=241）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

平
成
19
年
度

データ
1

あなたは「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」
という考え方についてどう思いますか。

データ
2

家事・育児・介護についての
男女の関わり方について

データから
みえる

意識と実態を
比べると…

意識は？
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D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
は
、「
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
受
け
る
暴
力
」
の
こ
と

で
す
。「
暴
力
」
と
は
「
殴
る
・
蹴
る
」

な
ど
の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、

「
長
期
に
わ
た
り
無
視
す
る
」、「
大
声

で
怒
鳴
る
」
な
ど
、
行
動
や
言
葉
で

人
格
を
否
定
す
る
暴
力
も
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
「
避
妊
に
協
力
し
な
い
」

と
い
っ
た
性
的
暴
力
や
、「
自
由
に
な

る
お
金
を
制
限
す
る
」
な
ど
の
経
済

的
暴
力
も
す
べ
て
Ｄ
Ｖ
で
す
。

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が

平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
、「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を

も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
」

と
規
定
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
防

止
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
の
調
査
（
出
典
※
1
）

で
は
、
22.
7
%
の
人
が
「
配
偶
者
等

か
ら
何
度
も
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後

の
10
年
間
で
状
況
は
ど
う
変
わ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
24
年
度
の
調

査
（
出
典
※
3
）
で
は
、
20.
9
%
の

人
が「
何
度
も
受
け
た
」と
答
え
、「
一
、

二
度
受
け
た
」
と
回
答
し
た
人
を
合

わ
せ
る
と
5
割
以
上
の
人
が
D
V
の

被
害
経
験
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す

（
デ
ー
タ
3
）。

　

平
成
19
年
度
の
調
査
（
デ
ー
タ
４
）

と
比
べ
る
と
、「
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
た
人
の
割
合
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、「
何
度
も
受
け
た
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は
増
加
し
、
特
に
女
性
は

2
割
以
上
が
「
何
度
も
受
け
た
」
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
D
V
は
依
然
と
し

て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
調
査
（
出

典
※
3
）
で
は
、「
D
V
を
し
た
、
ま

た
は
受
け
た
時
、
相
談
し
な
か
っ
た

（
で
き
な
か
っ
た
）」
と
答
え
た
人
は

5
割
を
超
え
、
そ
の
理
由
を
た
ず
ね

る
と
「
相
談
す
る
ほ
ど
の
事
で
は
な

い
と
思
っ
た
か
ら
」
が
７
割
を
超
え

て
い
ま
す
（
デ
ー
タ
5
）。

　

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
は
「
自
分

が
悪
い
か
ら
」
と
自
分
を
責
め
自
信

を
失
く
し
、
暴
力
の
支
配
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
の
「
女
性
の
た
め
の

相
談
」
で
は
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
相
談

員
が
一
緒
に
考
え
、
解
決
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
先
は
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

D
V
は
人
権
侵
害
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

男女共同参画社会実現のために

　男女共同参画センターが開設して 10年。この間に男女共同参画
に対する意識の高まりはみられました。今後はその意識が実際の生
活に反映されることが必要です。一人ひとりが個性や能力を十分に
発揮でき、男女共同参画社会が実現していると実感できるよう、今
後もさまざまな働きかけをしていきます。

データ
3 DV被害経験（平成24年度）

データ
4 DV被害経験（平成19年度）

データ
5 DV被害を相談しなかった（できなかった）理由に

ついて（平成24年度）

出典　※1八王子市「生涯学習・男女共同参画にかかわる意識調査」（平成15年3月）
　　　※2八王子市「男女共同参画に関する市民意識・実態調査」（平成20年3月）
　　　※3八王子市「男女共同参画に関する市民意識・実態調査」（平成25年3月）

特集

（n=563）

（n=1,321）

（n=720）

（％）

（％） （％）
男性

女性

12.1 44.2 26.3 14.4 3.0

全体 9.6 40.3 31.1 16.5 2.5

7.5 37.4 35.0 18.1 2.1

肯定 否定

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

（n=489）

（n=1,226）

（n=718）

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※3

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※1 ※2 ※3

男性

女性

11.5 53.8 21.7 12.5

13.528.5

24.1

26.7

10.4

10.8

0.6

全体 9.9 49.5

20.9 30.4 42.5 6.2

18.2 31.4 42.2 8.2

22.6 29.4 43.5 4.4

18.2 37.4

9.7
5.1
8.7

0.3
12.5

10.9
21.9 71.8

29.4 15.0

10.2 38.2 33.0 18.6

23.6 36.7 27.0 12.7

24,3 15.3 1.1

8.8 46.4 26.2 17.4 1.3

男女とも平等に分担
するのが望ましい

男性、女性両方で
平等に担っている

（n=462）

（n=1,143）

（n=650）

（％）

男性

女性

全体

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

（n=442）

（n=1,135）

（n=678）

（全体 n=393）

（％）

（％）

男性

女性

全体

相談する人がいなかったから
誰に相談してよいのかわからなかったから
恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから
相談した事がわかると、仕返しを受けたりひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから
自分にも悪いところがあると思ったから
相談するほどの事ではないと思ったから

平
成
24
年
度

家事

育児

介護

実態②意識①

平成24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

13.723.2

22.2

26.4

12.4

12.5

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=812）

（n=685）

（n=456）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

20.646.1

42.2

41.3

19.0

15.8

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=533）

（n=452）

（n=241）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

平
成
19
年
度

（n=563）

（n=1,321）

（n=720）

（％）

（％） （％）
男性

女性

12.1 44.2 26.3 14.4 3.0

全体 9.6 40.3 31.1 16.5 2.5

7.5 37.4 35.0 18.1 2.1

肯定 否定

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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出典 ※2
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21.9 71.8

29.4 15.0
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男女とも平等に分担
するのが望ましい

男性、女性両方で
平等に担っている
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（％）
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全体
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（n=1,135）
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（全体 n=393）
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（％）
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女性

全体

相談する人がいなかったから
誰に相談してよいのかわからなかったから
恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから
相談した事がわかると、仕返しを受けたりひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから
自分にも悪いところがあると思ったから
相談するほどの事ではないと思ったから

平
成
24
年
度

家事

育児

介護

実態②意識①

平成24年度

平成 19年度

平成 14年度
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（n=1,226）
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12.4
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平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=812）

（n=685）

（n=456）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

20.646.1

42.2

41.3

19.0

15.8

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=533）

（n=452）

（n=241）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

平
成
19
年
度
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（n=720）

（％）

（％） （％）
男性

女性

12.1 44.2 26.3 14.4 3.0

全体 9.6 40.3 31.1 16.5 2.5

7.5 37.4 35.0 18.1 2.1

肯定 否定

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

（n=489）

（n=1,226）

（n=718）

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※3

出典 ※3

出典 ※2

出典 ※1 ※2 ※3

男性

女性

11.5 53.8 21.7 12.5

13.528.5

24.1

26.7

10.4

10.8

0.6

全体 9.9 49.5

20.9 30.4 42.5 6.2

18.2 31.4 42.2 8.2

22.6 29.4 43.5 4.4

18.2 37.4

9.7
5.1
8.7

0.3
12.5

10.9
21.9 71.8

29.4 15.0

10.2 38.2 33.0 18.6

23.6 36.7 27.0 12.7

24,3 15.3 1.1

8.8 46.4 26.2 17.4 1.3

男女とも平等に分担
するのが望ましい

男性、女性両方で
平等に担っている

（n=462）

（n=1,143）

（n=650）

（％）

男性

女性

全体

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

何度も受けた 一、二度受けた 全く受けたことがない 無回答

（n=442）

（n=1,135）

（n=678）

（全体 n=393）

（％）

（％）

男性

女性

全体

相談する人がいなかったから
誰に相談してよいのかわからなかったから
恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから
相談した事がわかると、仕返しを受けたりひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから
自分にも悪いところがあると思ったから
相談するほどの事ではないと思ったから

平
成
24
年
度

家事

育児

介護

実態②意識①

平成24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

（n=1,321）

（n=1,226）
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26.4
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12.5

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=812）
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（n=1,226）
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20.646.1

42.2

41.3

19.0

15.8

平成 24年度

平成 19年度

平成 14年度

（n=533）

（n=452）

（n=241）

（n=1,321）

（n=1,226）

（n=673）

平
成
19
年
度

男女共同参画センター開設 10周年！
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平成16年から約7年に渡り、八王子市の男女共同参画施策
推進委員を務めた広岡守穂さん。10年間の社会の変化やこ
れからのセンターのあり方などについて伺いました。

広岡守穂さん　
中央大学法学部教授
内閣府男女共同参画会議監視専門委員会委員
前八王子市男女共同参画施策推進委員

Profile

政治学が専門だが、5人の子育てを妻と共に担い、現在は孫
育てもしている経験から、男女共同参画、子育て、NPOな
どをテーマに講演会や講座の講師を務める。講座の内容には
積極的に新しい手法を取り入れ、自分の気持ちを歌詞にして、
メロディをつける「つぶやきソング」という講座が好評。

インタビュー　男女共同参画センター開設10周年によせて

少
し
ず
つ
、
だ
け
ど
着
実
に

男
女
共
同
参
画
社
会
へ

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
10

周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
で
は
父
親
が
保
育
園
の
送
迎
を

す
る
姿
は
め
ず
ら
し
く
な
く
、
待
機

児
童
の
解
消
を
求
め
て
母
親
た
ち
が

訴
訟
を
起
こ
す
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
10
年
前
と
比
べ
男

性
を
含
め
て
意
識
が
変
わ
り
、
女
性

も
泣
き
寝
入
り
を
し
な
い
、
そ
ん
な

力
を
つ
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
ね
。

　

国
の
意
識
調
査
で
は
「
男
性
は
仕

事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
的

性
別
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
肯
定

す
る
人
が
否
定
す
る
人
よ
り
多
く
な

り
、
保
守
化
し
て
い
る
と
み
る
流
れ

も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
本
当
に

そ
う
で
し
ょ
う
か
。
八
王
子
市
の
最

新
の
意
識
調
査
で
は
、
否
定
す
る
人

の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
八
王
子

市
民
の
感
覚
の
ほ
う
が
、
世
の
中
の

流
れ
に
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
着
実
に
男
女
共

同
参
画
社
会
へ
近
づ
い
て
い
ま
す

ね
。男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
こ
と

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
3

つ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

1
つ
め
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
学
び
の
場
を
つ
く
り
「
気
づ
き
」

を
促
す
取
り
組
み
、
例
え
ば
講
座
や

講
演
会
な
ど
の
開
催
で
す
。

　

2
つ
め
は
そ
の「
気
づ
き
」を「
気

づ
き
」
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
ず
、
自

己
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
個
性

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
今
後
も
っ

と
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
3

つ
め
は
D
V
を
な
く
す
た
め
の
対
策

や
被
害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
法
律
相
談
と
い
っ
た

専
門
相
談
の
ほ
か
に
、

相
談
専
用
電
話
を
設

け
る
な
ど
相
談
体
制

が
整
い
、
民
間
団
体

に
よ
る
支
援
も
充
実

し
て
い
ま
す
ね
。
相

談
者
に
と
っ
て
セ
ン

タ
ー
は
、「
私
の
立
場

を
わ
か
っ
て
く
れ
る
」

と
い
う
安
心
で
き
る

場
所
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
の
時
代
に
必
要

な
も
の
は
何
よ
り
人
と
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は

お
金
や
知
識
と
同
じ
く
ら
い
大
切
で

す
。
講
座
に
参
加
し
て
同
じ
立
場
の

仲
間
を
み
つ
け
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
な
ど
で
異
世
代
と
交
流
し
た
り
、

セ
ン
タ
ー
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く

の
に
絶
好
の
場
所
で
す
。
セ
ン
タ
ー

は
こ
れ
か
ら
も
男
女
共
同
参
画
の
拠

点
と
し
て
、
時
代
に
合
っ
た
手
法
を

試
し
な
が
ら
、
市
民
と
共
に
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ら
に
あ
ゆ
み
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

センターは市民と共に
男女共同参画社会を

つくるための拠点です！



３つのめざす姿

民間団体によるDV相談窓口　配偶者や恋人からの暴力に悩んでいませんか？
団体名 形式・費用 日時 連絡先

ＤＶホットライン八王子 電話相談・無料（女性専用） 月曜日 午前 9時～正午 ☎ 042-648-9580
全国共通ＤＶホットライン 電話相談・無料（女性専用） 月～土曜日 午前 10時～午後 3時 ☎ 0120-956-080
いっぽの会 女性同士の語り合い・1回 300円 第 1・第 3金曜日 午後 1時半～午後 3時半 ☎ 090-6338-4391☎ 090-7408-1372
れんこんの会 女性同士の語り合い・無料 第 2土曜日 午後 2時～ 4時／第 4木曜日 午前 10時～正午 ☎ 080-5039-9374

7

施策重点課題

「男女が共に生きるまち八王子プラン（第３次）」（平成26年度～平成35年度）
素案に関するご意見を募集！

計画の位置づけ

体 系 図

「男女が共に生きるまち八王子プラン（第2次）」の計画期間が平成25年度までであることから、
平成26年度以降の行動計画を策定します。

市民の皆さんの意見を反映するため、計画素案を公表し、ご意見を募集します。

　この計画は、「男女共同参画社会基本法」第 14条第 3項の規定に基づき、男女共同参画社会の実現を推進するために、
八王子市の行動計画として示すものです。
　また、この計画は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律第 2条の 3第 3項に定められた市町村基
本計画として位置づけ、「八王子市配偶者からの暴力の防止及び被害者支援基本計画」とします。
　さらに、八王子市基本構想・基本計画である「八王子ビジョン 2022」の個別計画として策定するとともに、他の個
別計画との整合性を図っていきます。

※  いただいたご意見は、計画策定のうえで参考にさせていただきます。意見の概要・市の見解や計画への反映内容については、後日、市ホー
ムページなどで公表します。なお、ご意見に対する個別の回答は行いませんのでご了承ください。

男女平等と男女共同参画
の意識づくり

配偶者等からの
あらゆる暴力の根絶

仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の実現の
ための意識づくり

あらゆる分野への
男女共同参画の推進

女性の性と生殖に関する
健康と権利の確立

男女が共にいきいきと
働くための環境の形成

（1） 学校教育等における男女平等意識の向上と
男女共同参画の推進

（2） 市民や行政における男女平等意識の向上と
男女共同参画の推進

（1） 政策・方針決定過程への女性の参画の推進
（2） 防災分野における男女共同参画の推進

（1） 配偶者等からの暴力を許さない意識づくり
（2） 相談体制の強化と被害者保護・自立支援の

充実
（3） 関係機関との連携強化

（1） 妊娠・出産と性に関する基本的理解の促進
（2） ライフステージに応じた女性の健康支援
（3） 人権尊重の意識づくり

（1） ワーク・ライフ・バランスを実現するため
の意識啓発

（2） 男性の家庭生活や地域活動への参画促進

（1） 多様な働き方を支援するための環境の整備

男女平等意識を確立し、
あらゆる分野で
男女が参画できる社会

1 1

2

1

2

1

2

男女が互いに人権を尊重し
暴力のない社会2

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）が実現し、男女が安心して、
いきいきと生活できる社会

3

①プランの進行管理　　②男女共同参画センターの運営　　③国・東京都等との連携　男女共同参画の推進

男女平等の意識づくりをすすめ、性別や世代に関
わらずだれもが個性や能力を発揮し、あらゆる分
野に男女が参画できる社会をめざします。

配偶者等からの暴力をはじめとしたすべての暴
力は重大な人権侵害であり決して許されるもの
ではないという認識を深め、男女が互いに人権を
尊重し、暴力のない社会をめざします。

男女が共に自分らしい生き方を選択でき、あら
ゆる世代において仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）が実現し、男女が安心して、
いきいきと生活できる社会をめざします。

ご意見と住所・氏名・電話番号（必須）を明記の上、平成26年1月15日（必着）までに
直接持参・郵送・ファックス・Eメールのいずれかでお寄せください。

［送付先］八王子市市民活動推進部男女共同参画課 
〒 192-0082 八王子市東町 5-6 クリエイトホール 8階
電話：042-648-2230　FAX：042-644-3910  
Eメール：b050900@city.hachioji.tokyo.jp

◆素案の閲覧場所◆
市役所１階市政資料室、男女共同参画センター、各事務所・市
民センター・図書館、市のホームページなどでご覧いただけます。
http://www.city.hachioji.tokyo.jp/

ご意見はこちらまで



平成 26年 2月22日（土）
会場：八王子市クリエイトホール（八王子市東町 5-6）

講演会

団体企画

分科会

講師 /長倉洋
ひろ

海
み

（写真家）　時間 / 14：00～ 16：00　会場 / 5階ホール（定員 170名）

講師 / 熊谷乃理子（ダンスカンパニーノマド～ｓ）
時間 / 10：00～ 12：00
会場 / 6階　レクリエーション室（定員 20名 /女性）

講師 / 相川康弘（ＮＰＯ法人みんなのライフストーリー協会　代表理事）
時間 / 10：00～ 12：00
会場 / 10階　第 2学習室（定員 30名 /再就職・地域活動に活かしたい女性）

1952年、北海道釧路市生まれ。通信社勤務を経て、1980年よりフリーの写真家となる。以降、世界の紛争地を取材。
中でもアフガニスタン抵抗運動の指導者マスードやエル・サルバドルの難民キャンプの少女へスースなどを長いスパン
で取材し続ける。第 12回土門拳賞、日本写真協会年度賞、講談社出版文化賞などを受賞。2004年に出演した「課外授業・
ようこそ先輩－世界に広がれ笑顔の力」はカナダ・バンフの国際テレビ祭で、青少年・ファミリー部門の最優秀賞ロッキー
賞を受賞。2006年には、フランス・ペルピニャンの国際フォト・ジャーナリズム祭に日本人初の写真家として招かれ、「マ
スード敗れざる魂」を開催。大型写真展の「人間交路ーシルクロード」や「微笑みの降る星－ぼくが出会った子どもたち」
を開催。写真家生活 30年を記念した写真集「地を駆ける」等、著書多数。

写真展　年を重ね、今を楽しむ女性たち
企画 /八王子手をつなぐ女性の会

八王子女性史サークルの活動報告
企画 /八王子女性史サークル

時間 / 10：00～ 16：00　会場 / 1階 展示スペース

■発行日  平成26年1月1日　■編集  男女共同参画都市 八王子市 市民活動推進部男女共同参画課
〒192-0082 八王子市東町 5-6 クリエイトホール 8F 
 HP　http://www.city.hachioji.tokyo.jp/33852/danjokyodo/index.html

区分 22年度 割合 23年度 割合 24年度 割合

審議会等数 95
82.1
%

101
79.2
%

112
78.6
%うち女性の委員が

いる審議会等数 78 80 88

全委員数   （人） 1,473
33.7
%

1,779
28.6
%

1,947
28.1
%うち女性委員

数　　 　  （人） 497 508 547

八
王
子
市
の
行
政
審
議
会
等

委
員
へ
の
女
性
の
参
画
状
況

　

審
議
会
と
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
重
要
な
施
策
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
有
識
者
等
か
ら
意
見
を

求
め
る
た
め
、
法
令
・
条
例
等
に

基
づ
き
設
置
す
る
機
関
で
す
。

　

市
の
審
議
会
等
委
員
へ
の
24
年

度
の
女
性
の
参
画
率
は
28.
1
％
で

昨
年
度
と
比
べ
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
審
議
会
等
で
は
、

女
性
委
員
が
一
人
も
い
な
い
と
い

う
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
の
声
を
市
政
に
活
か
す
た

め
、
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の

登
用
に
つ
い
て
、
働
き
か
け
を
継

続
し
て
行
う
な
ど
、
今
後
も
女
性

参
画
の
推
進
に
向
け
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■ご意見・ご感想は男女共同参画センターまでお寄せください

TEL 042-648-2230　FAX 042-644-3910
メール b050900@city.hachioji.tokyo.jp

行政審議会等委員への女性の参画状況推移

企画展示

男女共同参画センターまで
TEL 042-648-2230　FAX 042-644-3910 
1月 4日（土）から申し込み先着順で受付開始！ 

お申し込み・お問い合わせは

入場
無料

手話通訳あり

申し込み
不要

託児
あり

■ 1歳から就学前の
　お子さん
■要予約（午前 /午後）
　各15名まで

8

「自分も相手も大切にするアサーティブネス参加型基礎講座」
～本当の自分の気持ちを見つけてみませんか？～
講師 / 堤　暢子（Be-Happy! アサーティブネスの会 主宰 ）
時間 / 10：00～ 12：00
会場 / 10階 第 5学習室（定員 20名）
企画 /  ブルーミング

「知らないではすまされない！
子育ての中の社会保険とお金のルール」
講師 / 櫻井三樹子（特定社会保険労務士）・太矢香苗（ファイナンシャルプランナー）
時間 / 10：00～ 12：00
会場 / 11階 第 7学習室（定員 30名）
企画 /  多摩らいふサポート

「スティックバルーンロケット、僕も私もつくれたよ」
対象 / 4歳～小学生の子とその父親（または両親）
時間 / 14：00～ 16：00
会場 / 11階 第 7学習室（定員 15組）
企画 /  レクボラ No.1

講演会とグループトーク
「老い」をしなやかに生き抜くために－地域で支え合う女性たち－
講師 /高橋美佐子（朝日新聞出版 週刊朝日副編集長 ）
時間 / 16：30～ 18：30
会場 / 10階 第 2学習室（定員 50名）
企画 /  八王子手をつなぐ女性の会

「写真から見えてくる女性たちの生きざま ～世界と日本のちがい～」

「リラクゼーションダンスで心と身
からだ

体のリフレッシュ」 「伝わる・印象に残るプロフィールづくり」

第23回　女と男のいきいきフォーラム八王子
大切に想う気持ちから調和が生まれる

講演会、分科会、
団体企画、託児は
お申し込みが
必要です

開設
10周年！


